
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 第１４号 

令和４年 ３月２４日（木） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

「個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進」 

～明るく・仲良く・元気よく～ 

校長 雨 澤 啓 司 

感染防止対策、規模の縮小や時間短縮等の工夫をしながら、できる限りの教育活動を実施してきた令和３年

度も本日をもって終了することができました。これまでとは異なる学校の「新しい生活様式」を実践する中

で、いわゆる「コロナ禍」を乗り越えてきました。生徒の安心・安全を第一に考え、「命を守る」教育活動に

対して、保護者の皆様におかれましては、多くの側面からご理解・ご協力いただき、心より感謝いたします。 

 令和２年２月頃より、「新型コロナウイルス感染症」の影響により、学校生活には様々な制限が加えられ、

「新しい当たり前」を実践する毎日でした。これまで誰も経験したことがないことに対して、各方面からの協

力をいただき、工夫して生活する状況は、今後も同様な試練を克服することが求められます。ウイズコロナか

らポストコロナを見据えながら、子供たちの「学びを保障する」ための活動を継続して参ります。今後も、引

き続き学校の教育活動に対して、ご理解・ご協力・ご支援をお願いいたします。 

 天候が心配された３月１５日には、第４０回卒業証書授与式を挙行し、３０名の卒業生が、学び舎を巣立っ

ていきました。式辞にも思いを込めましたが、今後、卒業生の皆さんが、どんなときも逆境を跳ね返し、逞し

く、自分の道を「明るく・仲良く・元気よく」を合い言葉に、確実に歩んでくれることを願っています。 

 さて、本日の修了式では１・２年生に対して次のようなお話しをしました。それぞれ１年生、２年生として

過ごしたこの１年について、春休みでリセットし、次の学年の１年に対して、「いい準備」をしておくことを

求めました。渡辺和子著、「置かれた場所で咲きなさい」の中には、「境遇を選ぶことはできないが、生き方を

選ぶことはできる。『現在』というかけがえのない時間を精一杯生きよう」や「苦しい峠でも必ず、下り坂に

なる」「人はどんな険しい峠でも越える力を持っている。そして、苦しさを乗り越えた人ほど強くなれる。」と

いう言葉を引用し、「後ろ向きではなく、前向きに考えることによって未来への発展につなげることができ

る。」ということや、順風満帆な生活からよりも、山あり、谷ありの人生、失敗もあれば挫折も味わう、苦労

の多い人生から立ち上がる時のほうが、発展の可能性がある、ということも伝えました。 

 明日から少しの期間、春休みとなります。生徒たちは冒頭に記述しましたが、「振り返り」と「いい準備」

をするために有意義な日々を過ごすことになりますが、思春期特有の悩みを抱える時期でもあります。お子さ

んの様子を注意深く見守ると同時に、よき人生の先輩として、寄り添っていただくようお願いいたします。統

計によると、長期休業明けに自殺で亡くなる児童生徒数が増加する傾向があると言われています。気になるこ

とがある場合は、学校や、相談窓口（「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」など）へご相談ください。 

 着任式・始業式・入学式は、４月６日（水）です。令和４年度も長万部中学校は、「明るく・仲良く・元気

よく」をスローガンに、「地域と共にある学校づくり」を推進します。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

１年間、ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６日（水）始業式・入学式 

 ７日（木）５ｈ日課 ＳＢ指導 

 ８日（金）５ｈ日課 

１１日（月）部活動開始 

１２日（火）発育測定 

１３日（水）学力テスト（全学年） 

      会議日 

１４日（木）内科検診 

１６日（土）渡Ｐ連総会（北斗市） 

１８日（月）専門委員会 

 

 

 

 

１９日（火）全国学力・学習状況調査 

      部活動指導 

２０日（水）尿検査 職員会議 

２１日（木）生徒総会議案書審議 

２２日（金）標準学力検査（１，２年） 

２５日（月）専門委員会 

２６日（火）参観日 ＰＴＡ総会 

２７日（水）会議日 

２８日（木）避難訓練 

２９日（金）昭和の日 卓球春季大会（～３０日） 

 

 

 

 

 この春の異動で３名の職員が退職・転出することになりました。本来であればご挨拶に伺うところ

ではありますが、コロナ禍でもありますので、紙面をお借りして心よりの感謝とさせていただきま

す。 

 

 

 ２年間という短い期間でしたが、たいへんお世話になりました。保護者の皆様をはじめ、地域の皆

様、町役場・教育委員会の皆様、本当に多くの方々に支えていただきました。純朴でしなやかな生徒

たちのこれからの未来が素晴らしいものであるようお祈り申し上げます。本当にありがとうございま

した。 

植田 資世 教頭（八雲町立八雲中学校へ） 

 

 

 母校である長万部中学校で過ごした 5 年間は、自分にとって貴重で幸せな時間でした。明るく元

気で人なつこい生徒の皆さんと共に生活する中で、日々新たな発見があり、多くのことを学び、たく

さんの素晴らしい思い出が出来ました。これからも皆さん一人一人の活躍を願っています。保護者の

皆様には大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

廣田 美穂 教諭（ご退職） 

 

 

 ２年間、大変お世話になりました。短い期間でしたが、中身が濃く、とても充実した２年間でした。

はつらつとしたあいさつができ、素直で明るい生徒の皆さん、学校の教育活動を深く理解して協力し

て下さった保護者の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。次は長万部小学校での勤務となり、地域の

方々と引き続き繋がりをもっていられたら幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

吉田 絵里 教諭（長万部町立長万部小学校へ） 


